
政

令

別
表
第
十
二
平
成
十
三
年
三
月
の
項
を
削
り
、
同
表
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月

四
千
八
百
七
十
六
万
円

激

甚

災

害

適
用
す
べ
き
措
置

平
成
二
十
二
年
六
月
十

一
日
か
ら
七
月
十
九
日

ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ

る
災
害

法
第
五
条
、
第
六
条
及

び
第
二
十
四
条
第
二
項

か
ら
第
四
項
ま
で
に
規

定
す
る
措
置

備
考

上
欄
の
豪
雨
と
は
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
も

の
を
い
う
。省

令

告

示

平成™™年Ÿ月™œ日 水曜日 第œšŸš号官 報

自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
百
八
十
九
号

自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

五
号
）
第
三
十
条
及
び
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
八
条
第
二
項
の
表
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

の
項
中
「
石
狩
支
庁
管
内
、
後
志
支
庁
管
内
、
空
知
支
庁

管
内
（
雨
竜
郡
を
除
く
。）、
胆
振
支
庁
管
内
、
日
高
支
庁

管
内
」
を
「
石
狩
振
興
局
管
内
、後
志
総
合
振
興
局
管
内
、

空
知
総
合
振
興
局
管
内
（
雨
竜
郡
を
除
く
。）、
胆
振
総
合

振
興
局
管
内
、
日
高
振
興
局
管
内
」
に
改
め
、
同
表
自
衛

隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
の
項
中
「
上
川
支
庁
管
内
、
宗
谷

支
庁
管
内
、
留
萌
支
庁
管
内
、
空
知
支
庁
管
内
（
雨
竜
郡

に
限
る
。）、
網
走
支
庁
管
内
」
を
「
上
川
総
合
振
興
局
管

内
、
宗
谷
総
合
振
興
局
管
内
、
留
萌
振
興
局
管
内
、
空
知

総
合
振
興
局
管
内
（
雨
竜
郡
に
限
る
。）、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総

合
振
興
局
管
内
」
に
改
め
、
同
表
自
衛
隊
函
館
地
方
協
力

本
部
の
項
中
「
檜
山
支
庁
管
内
、
渡
島
支
庁
管
内
」を「
北

斗
市
、
檜
山
振
興
局
管
内
、
渡
島
総
合
振
興
局
管
内
」
に

改
め
、
同
表
自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
項
中
「
十
勝

支
庁
管
内
、
釧
路
支
庁
管
内
、
根
室
支
庁
管
内
、
網
走
支

庁
管
内
」
を
「
十
勝
総
合
振
興
局
管
内
、
釧
路
総
合
振
興

局
管
内
、
根
室
振
興
局
管
内
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

管
内
」
に
改
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
一
日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ

に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
百
九
十
号

平
成
二
十
二
年
六
月
十
一
日
か
ら
七
月
十
九
日
ま

で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災

害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に

関
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す

る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指

定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。

通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
百
八
十
八
号

通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
五
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
第
十
五
号
中
「
千
九
百
十
一
万
枚
」
を
「
二

千
四
百
八
十
七
万
枚
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

総
務
大
臣

原
口

一
博

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
五
号

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
平
成
十
七
年
総
務
省
告
示
第
千
十
一
号
の
候
補
者
と
な
る
べ
き
者
の

選
定
の
手
続
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）第
八
十
六
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

異
動
の
届
出

年
月
日

異
動
の
届
出
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

平
成
二
十
二
年

八
月
二
日

国
民
新
党

こ
く
み
ん
し
ん
と
う

本
部
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

二
丁
目
十
四
番
七
号
Ｙ
Ｕ

Ｋ
Ｅ
Ｎ
平
河
町
ビ
ル
三
階

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

二
丁
目
十
四
番
七
号
平
河

町
コ
ハ
セ
ビ
ル
三
階

〇
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
六
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二

条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
条
第
十
四

項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に

規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物

及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等

の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び

同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定

め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
四
十
六
号
を
第
五
十
一
号
と
し
、
第
四
十

三
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

四
十
二
号
を
第
四
十
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

〇
宮
内
庁
告
示
第
七
号

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
千
葉
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

第
六
十
五
回
国
民
体
育
大
会
に
御
臨
場
、
併
せ
て
地
方
事

情
を
御
視
察
の
た
め
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
七

日
ま
で
同
県
へ
行
幸
啓
に
な
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾

四
十
七

二
e

（
二
e

メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
e

一
e

（
一
e

ペ
ン
チ
ル
e

一
Ｈ
e

イ
ン
ド
ー
ル
e

三
e

イ

ル
）
エ
タ
ノ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第
一
条
中
第
四
十
一
号
を
第
四
十
五
号
と
し
、
第
三
十

一
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三

十
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

三
十
四

一
e

（
二
e

フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
e

Ｎ
e

メ
チ
ル
プ
ロ
パ
ン
e

二
e

ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第
一
条
中
第
二
十
九
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、
第
二
十

八
号
を
第
三
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三

十
一

（
一
e

ブ
チ
ル
e

一
Ｈ
e

イ
ン
ド
ー
ル
e

三
e

イ
ル
）（
ナ
フ
タ
レ
ン
e

一
e

イ
ル
）
メ
タ
ノ
ン

及
び
そ
の
塩
類

第
一
条
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
二
十

四
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

二
十
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
四

一
e

（
二
・
五
e

ジ
メ
ト
キ
シ
e

四
e

ニ
ト

ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
プ
ロ
パ
ン
e

二
e

ア
ミ
ン
及
び
そ
の

塩
類

二
十
五

二
e

（
二
・
四
・
五
e

ト
リ
ク
ロ
ロ
e

三
・

六
e

ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
タ
ン
ア
ミ
ン
及
び

そ
の
塩
類

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経

過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
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